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令和３年第６回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 
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  報告第21号  株式会社北前館第30期の決算及び第31期の事業計画に関する書類

について 
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定について 
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午前９時２３分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。 

 それでは、定刻より前ですけども、皆さんおそろ

いになりましたので、建設経済委員会を始めたいと

思います。 

 まず、挨拶をしまして、改めまして、皆さんおは

ようございます。 

 議会も昨日一般質問が終わりまして、今日一日常

任委員会ということにはなってます。特にこの委員

会は新人の方が５名おられますので、皆さんやはり

新しく疑問に思うことがたくさんあるのかなと思

います。非常に丁寧に答えていただけたらと思いま

す。 

 また、今晩から雪が降るというような予報も出て

ます。神鍋などスキー場もありますし、雪になって

くると、また、城崎温泉とかそういうところにも観

光客の方が来られると思います。そういったことも

全て、この委員会に関係してる内容にもなりますの

で、皆さんどうぞよろしくお願いします。 

 それでは、本日の議事進行についてですが、建設

経済委員会審査と予算決算委員会に係る建設経済

分科会審査を適宜切り替えて行いますので、ご協力

をお願いいたします。 

 なお、審査日程につきましては、お手元に議案付

託分類表を配付しておりますが、第１５５号議案、

給水条例については他の議案審査終了後に審査し

たいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよう

に決定いたしました。 

 それでは、付託案件の審査に入りたいと思います。 

 協議事項１番、付託・分担案件の審査に入ります。

当委員会は多くの付託案件を抱えておりますので、

委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁に

当たりましてはくれぐれも要点を押さえ、簡潔明瞭

に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力を

お願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、発

言者名を名のって、マイクを使用してから行ってい

ただきますように、よろしくお願いいたします。 

 それでは、付託案件の審査に入ります。 

 まず、報告第２１号、株式会社北前館第３０期の

決算及び第３１期の事業計画に関する書類につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 竹野振興局地域振興課長、平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 議案書２

５ページをご覧ください。報告第２１号、株式会社

北前館第３０期の決算及び第３１期の事業計画に

関する書類については、本会議で振興局長が説明し

たとおりですが、改めてご説明いたします。 

 それでは、２８ページの事業報告をご覧ください。

第３０期につきましては、緊急事態宣言が度々発出

されるなど、移動の自粛に伴い入館者は伸び悩むと

ともに、トップシーズンである８月上旬から中旬に

台風や長雨が続き、売上げが大きく落ち込みました。

温泉部門では、営業時間の短縮、サウナの使用中止、

夏期の人数制限などにより売上げは前期対比９０．

９％にとどまりました。また、ジオカヌー部門では、

悪天候などにより売上げは前期の半額以下となり

ました。 

 これらの要因から、２９ページの３、営業成績及

び財産状況の推移に記載のとおり、第３０期の売上

高は４，０３７万円と、前期より１割近い減額とな

り、結果、経常利益としては４期ぶりのマイナス２

４３万３，０００円の経常損失となりました。 

 ３３ページの損益計算書をご覧ください。損益状

況ですが、最下段に記載のとおり、先ほどの経常損

失から法人税等充当額を差し引いた当期純損失は

２６４万２，０００円となりました。 

 第３１期の収支計画については３９ページをご

覧ください。第３１期の売上高については５，４０

０万円とし、売上減価を差し引いた売上総利益に４，

７５０万円を計上しています。これから販売費及び

一般管理費を差し引いた営業利益には５６０万円

を見込み、営業利益に営業外収益を加え、営業外費

用を差し引いた経常利益は４５０万円を見込んで

います。説明は以上です。 
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○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） この議案の中の人件費を、ち

ょっと細かく言っていただけないでしょうかね。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 人件費に

つきましては、正職員６名分が１，２４０万６，８

０６円、また、アルバイトの方が１２５万９，４３

０円という内訳になっております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 役員さんの内訳をお願いしま

す。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 役員につ

きましては、取締役１名、また、副取締役１名、あ

と取締役として３名、監査役２名、合計７名となっ

ております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 報酬の内訳を言ってください

という話をしとるんですよ。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 取締役は

３０万円、副取締役は２０万円、取締役は１人６万

円、監査役として１０万円となっております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、それで人数合いましたん

かいね、代表取締役というのは太田垣さんの話です

ね。（「はい」と呼ぶ者あり）ほんで、副というの

はどなたですか。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 取締役は

太田垣健作さん、副取締役が宮嶋俊夫さん、取締役

として、以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ほんで、太田垣さんが３０万

円、副取締役が何ぼっておっしゃいましたかいね、

監査のほうは１０万円って聞いて、ちょっとメモで

きたんですけど、もう一度お願いします。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 副取締役

は２０万円。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） あと、取締役は。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） ６万円。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これ、みんな月の報酬なんで

しょうか。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） これは年

間です。 

○委員（西田  真） 年間の報酬。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） はい。 

○委員（西田  真） 分かりました、ありがとうご

ざいます。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ３０期の事業報告、コロナ禍

ということでそれぞれ努力はしていただいてるん

ですけど、温泉なんかも時間制限したりとかしてっ

ていうことなんですけど、１つ、この中でたしか新

しい事業でのプロジェクションマッピングをされ

てると思うんですけど、それに関して今どんな、反

響というか、どういうふうにされてるかとか、その

辺、費用どれぐらいかかってんのかなっていうのは、

この中でお示しいただけたらと思うんですけど。 

○委員長（清水  寛） 瀧下局長。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） プロジェクションマ

ッピングについては振興局プロジェクト事業の中

で行っておりまして、北前館の事業とは別事業でご

ざいまして、宣伝までということなんですけども、

来年２月の１０日から２月の２１日まで、川湊館の

ほうで上映する予定としております。この北前館の

事業とは別でございます。 

○委員（竹中  理） 分かりました。 

○委員長（清水  寛） ほかありませんか。 

 石田委員。 
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○委員（石田  清） 取締役、監査役の組織的背景

っていいますか、どういう形で選出されているのか

という、ちょっと一人一人お聞かせいただけません

か。代表取締役、太田垣健作さん、分かりますけど

も。 

○委員長（清水  寛） 答弁。 

 瀧下局長。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 代表取締役につきま

しては前々振興局長、また、副取締役につきまして

も前局長が勤めさせていただいております。 

 また、取締役の現在の３名につきましては、これ

までから岩井氏につきましては、シーサイドホテル

の社長をされていたということと、北前館の立ち上

げ当時からいろいろと関与をいただいておりまし

たので、現在もお世話になっております。 

 また、濱松、藤原氏両名につきましても、これま

での取締役の中から推薦等いただきまして、地域に

いろいろと精通いただいとる方ということの中で、

観光にも造詣が深いということでお世話になっと

るところでございます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 藤原さんも濱松さんと同じよ

うな状態ですか。 

○委員長（清水  寛） 瀧下局長。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 藤原さんにつきまし

ては、地域的には竹野でいえば南地区の方なんです

けども、個人で事業もされてて、浜の方ともいろい

ろと親交があり、付き合いもあるということの中で

お世話になっております。 

○委員長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 監査役の田中律也さん。 

○委員長（清水  寛） 瀧下局長。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 監査役につきまして

は、長らく立ち上げ当時からずっと、前期まで太田

垣さんに努めていただいていたんですけども、その

方が退任されるということの中で新しい監査役を

探しておりました。その中で、竹野の南地区で大き

な事業をされとる方でもあり、いろんな事業の自分

の経理だとか損益計算書なども見ていただけると

いうことの中で、当人がふさわしいということで取

締役の中で議論しまして、今期からお世話になって

るところでございます。 

○委員長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） ちょっと別の質問ですけども、

レストランの部分を切り離されているんですね。そ

の状態についてはちょっと概要をお知らせいただ

ければありがたいです。 

○委員長（清水  寛） 瀧下局長。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 北前館の長らくの課

題でありましたのが、直営でレストランを経営して

おりまして、それによります人件費等々で、第２６

期までずっと経常利益としてマイナスが続いてき

たということの中で、これを直営から委託に変えよ

うということで、２７期途中から切り替えました。

現在は日高に本社を持っております布袋クリエイ

ティブ合同会社、プティパさんのほうにお世話にな

っておりまして、そちらのほうが北前館の中で営業

いただいてるということでございます。 

 それ以降はレストラン部門を委託に切り替えた

ので、収支が安定してきて、今期はたまたまコロナ

並びに夏期の長雨等で経常利益マイナスとなりま

したけども、その点が大きく改善されたという格好

になっております。 

○委員（石田  清） ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） ほかありますでしょうか。 

 特に異議がございませんので、報告第２１号は了

承すべきことに決定しました。 

 次に、第１２３号議案、工事請負変更契約の締結

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 議案書の４５ページをご

覧ください。第１２３号議案、工事請負変更契約の

締結についてをご説明申し上げます。 

 本案につきましては、市長総括、それから本会議

でも部長のほうが説明いたしましたが、再度説明さ

せていただきます。 

 市道上野線（上野橋）の橋梁下部工工事（その３）
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の工事変更契約の締結につきまして、豊岡市条例の

規定によりまして議会の議決を求めるものです。変

更となる理由ですが、現在国道４２６号側の橋台の

工事をしております。この橋台を施工する際に周り

を囲います仮設鋼矢板、これを打ち込むのですが、

当初の想定より堅い岩盤層の存在が明らかとなり

ましたので、打ち込む工法を変更する必要が生じま

した。そのことによりまして契約金額は１億９，４

０６万３，１００円となりまして、前契約から４，

３４７万３，１００円の増額となります。 

 なお、今回の増額につきましては当初予算の範囲

内であることを付け加えさせていただきます。以上、

よろしくご審議をお願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。質疑

ありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） この上野橋の変更分なんです

けど、３割ぐらいの変更増という格好になっており

ますので、その辺はこれ以上ならないようにお願い

したいと思いますのと、当初の範囲内ということで

ありましたけど、入札減ということでよろしいんで

しょうか。当初の見積りやなんか、設計金額なんか

話せますかね、どうでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今回変更に当たりまして

３割弱の変更となりますが、今後につきましては、

極力多くの変更がないように工事は施工していき

たいというふうに考えております。 

 また、先ほどの予算の範囲内というのは、基本的

には入札減ということもあります。当初の予定価格

ですが、税抜きで１億８，０４３万３，０００円と

なります。 

○委員（西田  真） 税抜き。 

○建設課長（冨森 靖彦） 税抜きです。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これ、税込みなったら１億９，

４００万とかそういう感じで収まるというお話で

すか。 

○委員長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） すみません、税込みです

と１億９，８４７万６，３００円となります。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと収まらないんですけ

ど、その辺は範囲内でいきよったということですね。

はい、了解です。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、お諮りいたしま

す。本案は、原案のとおり可決すべきものと決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認めます。よ

って、第１２３号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 続いて、第１２４号議案、市道路線の廃止につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 議案書の４９ページを

ご覧ください。第１２４号議案、市道路線の廃止に

ついてをご説明いたします。 

 廃止する市道路線名は、玄武洞渡し線になります。

延長８４．２メートルで、昭和５９年３月３０日に

市道として認定されております。兵庫県が施工しま

す県道戸島玄武洞豊岡線の改築工事に伴い、私道と

するため市道を廃止するものでございます。市道玄

武洞渡し線の底地でございますが、玄武洞ミュージ

アム及び兵庫県の所有地であり、兵庫県所有地部分

につきましては玄武洞ミュージアムのほうが購入

予定と聞いております。 

 ５３ページをご覧ください。路線廃止図になりま

す。矢印部分が玄武洞渡し線になります。基点が接

続する道路が県道戸島玄武洞豊岡線で、兵庫県が現

在工事を実施されております。玄武洞ミュージアム

付近の工事ですけども、令和３年度中に完了すると

お聞きしております。また、市道廃止となる箇所に

つきましては、工事は完了しております。以上でご

ざいます。 
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○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは討論はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それではお諮りいたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定してご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１２４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１２５号議案、市道路線の変更について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 建設課、北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 続きまして、議案書５

５ページをご覧ください。第１２５号議案、市道路

線の変更についてご説明いたします。 

変更する市道路線名は、上郷塵芥焼却場跡線にな

ります。変更する理由ですが、兵庫県が施工する国

道４８２号の道路改良工事に伴い、該当区間の形状

と法線が円山川方向へ移動したため、市道の規定を

変更するものでございます。 

 ５７ページをご覧ください。市道の規定変更によ

りまして、路線延長が４１８．８メートルから４２

２．２メートルに変更になります。 

 ５９ページをご覧ください。国道４８２号に接続

する市道の基点が、点線で示す位置から実線の位置

に変更となります。現在歩道工事を実施されており

まして、工事の進捗は少し遅れておりますが、年内

に完成する予定と聞いております。また、取り合い

となる市道部分につきましては１月になるとお聞

きしております。説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１２５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第１３７号議案、豊岡市立まちなかステ

ーションの指定管理者の指定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境経済部、坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 議案書１０５ページ

をお開きください。第１３７号議案、豊岡市立まち

なかステーションの指定管理者の指定についてご

説明をいたします。 

 次の１０７ページをご覧ください。名称はまちな

かステーションとなっておりますけれども、Ｔｏｙ

ｏｂｒａという施設でございまして、カバン アル

チザンの横にあります旧いちご駐車場のスペース

に建っているインフォメーションセンター兼地場

産品ショップほかの管理をお願いしているもので

ございます。団体等の概要に書いておりますとおり、

一般財団法人但馬地域地場産業振興センターに引

き続き指定管理をお願いするものでございます。管

理期間は５年ということにいたしております。私か

らは以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１３７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１３８号議案、豊岡市立玄武洞公園の指

定管理者の指定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境経済部、谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 議案書の１０９ペ

ージをご覧ください。第１３８号議案、豊岡市立玄

武洞公園の指定管理者の指定についてについてご

説明をいたします。 

 詳細につきましては本会議で説明をいたしまし

たけども、玄武洞公園の有料化に伴い指定管理制度

を導入しようとするものです。指定管理者の候補者

は、全但バス及び神姫バスの共同事業体です。指定

期間につきましては、令和４年４月１日から３年間

としています。以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１３８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第１３９号議案、豊岡市立地域交流セン

ター「コウノトリ本舗」の指定管理者の指定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 コウノトリ共生課、宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 第１３９号議

案、豊岡市立地域交流センター「コウノトリ本舗」

の指定管理者の指定についてご説明いたします。議

案書は１１３ページをご覧ください。 

 内容につきましては部長が本会議で説明したと

おりですが、少し補足いたしますと、コウノトリ羽

ばたく会株式会社は当該施設の運営を目的に市内

業者の参画を募って組織された会社で、施設の開店

当初から運営に携わっております。昨今のコロナ禍

で運営については厳しさを増しておりますけども、

様々な企業努力を重ねられている中で、今年８月に

開催された指定管理者選定審査会においても、翌年

度からの運営についても任せられるとの判断をい

ただいたところです。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１３９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４０号議案、豊岡市営豊岡駅前駐車場

の指定管理者の指定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 都市整備課、石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 議案書の１１７ペー

ジをご覧ください。第１４０号議案、豊岡市営豊岡

駅前駐車場の指定管理者の指定についてをご説明

いたします。 

 本案は、豊岡市営豊岡駅前駐車場について、指定

管理者としてアイティ豊岡都市開発株式会社を指

定し、引き続き管理を行わせようとするもので、内

容につきましては本会議で都市整備部長が説明し

たとおりですが、補足といたしまして、指定管理者

の利用料金制を採用していること、指定管理料は支

払わないこととしております。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 
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 質疑ありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと１点だけ教えてくだ

さい。収益やなんかはお聞きになっとるんでしょう

か、そして、その収益はどんな感じですか。 

○委員長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 昨年の料金収入をご

説明を申し上げます。 

 昨年の駐車料金の料金収入ですが、１，０８７万

３，０００円の収入がございます。支出につきまし

ては、維持管理経費等を含めまして８７６万円の支

出がございます。最終的に差引きとしましては２１

１万３，０００円の黒字というふうな格好になって

ます。以上です。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それじゃあ、質疑を打ち切

ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第１４１号議案、豊岡市立木屋町小路の

指定管理者の指定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） １２１

ページをご覧ください。第１４１号議案、豊岡市立

木屋町小路の指定管理者の指定についてでござい

ます。提案内容につきましては本会議で城崎振興局

長が説明したとおりで、指定管理者の指定につきま

しては、現在の指定管理者であります株式会社湯の

まち城崎に引き続いて指定しようとするものでご

ざいます。指定期間につきましては、令和４年４月

１日から５年間としております。説明は以上となり

ます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４２号議案、豊岡市立竹野観光センタ

ーの指定管理者及び指定期間の変更についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 竹野振興局地域振興課、平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 議案書の

１２５ページをご覧ください。 

 第１４２号議案、豊岡市立竹野観光センターの指

定管理者及び指定期間の変更については、指定管理

者である、たけの観光協会が一般社団法人たけの観

光協会を設立したことに伴い、指定管理者を一般社

団法人たけの観光協会へ変更しようとするととも

に、指定期間を２年間延長し、令和６年３月３１日

までとしようとするものです。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと教えていただきたい

んですけど、一般社団法人化することでどんなメリ

ットがあるんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 法人とな

りましたら社会的信用を得られる団体となるとい
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うことが一番の理由であります。また、コロナの助

成制度についても、今後は受けられるようになると

いうことを聞いております。以上です。 

○委員（西田  真） 了解です。 

○委員長（清水  寛） ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４２号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第１４３号議案、豊岡市立竹野子ども体

験村の指定管理者の変更についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 竹野振興局地域振興課、平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 議案書の

１２９ページをご覧ください。第１４３号議案、豊

岡市立竹野子ども体験村の指定管理者の変更につ

いては、竹野観光センター同様、指定管理者である

たけの観光協会が一般社団法人たけの観光協会を

設立したことに伴い、指定管理者を一般社団法人た

けの観光協会へ変更しようとするものです。説明は

以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４３号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４４号議案、豊岡市立神鍋高原観光施

設の指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 日高振興局地域振興課、吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） １３３

ページをご覧ください。豊岡市立神鍋高原観光施設

の指定管理者の指定についてです。 

 提案内容につきましては、本会議で日高振興局長

が説明したとおりです。指定管理者については、公

募により選定したアドバンス株式会社に指定しよ

うとするものです。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第１４５号議案、豊岡市立殿食材供給施

設の指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 日高振興局地域振興課、吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） １３７

ページをご覧ください。豊岡市立殿食材供給施設の

指定管理者の指定についてです。 

 提案内容につきましては、本会議で日高振興局長

が説明したとおりです。指定管理者については、引
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き続き現指定管理者の殿・村おこし組合に指定しよ

うとするものです。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと教えてください。こ

の指定管理、今までもそうなんですけど、３年と５

年の違いは、３年は大体新規が３年だったと思いま

すし、更新の場合、継続の場合は５年と思うんです

けど、前もあったんですけど、今回も、この分もで

すけど、３年、これ継続の分で３年というのはどう

いうことなんでしょうか、教えてください。 

○委員長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 今回の

殿食材供給施設の指定管理者の期間について３年

としております。この３年の根拠については、公共

施設再編計画で、第１期計画の中でこの当該施設に

おいては譲渡もしくは廃止という方針が出ており

ます。それが２０２５年度の目途になっております

ので、２０２５年度をめどに、この施設については

民間譲渡するということを方針として、今手続を進

めているところでして、このたび指定管理期間を３

年としておるところです。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。 

 今までの３年とかいうのもそういう新規以外は

譲渡とかいう格好で、その何か一覧表みたいなんは

誰に頼んだらよろしいでしょうかね、提出は。 

 委員長、どうでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 答弁はどなたか、分からな

いですね。 

 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 所管で

はありませんけども、指定管理者制度の所管課につ

いては財政課となりますので、財政課のほうから資

料等を配付させていただくのがふさわしいかと考

えております。説明は以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、そしたら財政課のほ

うに委員長のほうから頼んでいただけませんか。 

○委員長（清水  寛） 分かりました。そうしまし

たら、はい、財政課のほうに尋ねてみます。 

○委員（西田  真） お願いします。 

○委員長（清水  寛） ほか、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１４６号議案、豊岡市立出石農産物加工

場の指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 出石振興局地域振興課、川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 議案書

１４１ページをご覧ください。１４６号議案、豊岡

市立出石農産物加工場の指定管理者の指定につい

てです。 

 提案内容につきましては本会議で出石振興局長

が説明したとおりで、引き続き現管理者であります

「こぶしの里・いずし」加工グループ連絡協議会に

指定しようとするものです。指定管理期間は３年間

としております。説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） この分も譲渡という段取りで

３年間ということでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 同じく

公共施設再編計画によります譲渡もしくは廃止と

いう方針により３年間ということです。 

○委員（西田  真） 以上です。 
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○委員長（清水  寛） ほかありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４６号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 続いて、第１４７号議案、豊岡市立但東農産物加

工施設の指定管理者の指定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 議案書

１４５ページをご覧ください。第１４７号議案、豊

岡市立但東農産物加工施設の指定管理者の指定に

ついてご説明いたします。 

 指定管理者の候補者は、引き続き現指定管理者の

味蔵たんとう株式会社を、指定管理者選定審査会を

経て選定いたしました。指定管理の期間は令和４年

４月１日から３年間としております。 

 １４７ページをご覧ください。公の施設の概要等

を記載しておりますので、ご清覧ください。 

 なお、次の指定期間中に豊岡市公共施設再編計画

での今後の方向性を検討するため、指定期間を短縮

し、協議を行うこととしております。説明は以上で

す。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１４８号議案、豊岡市立但東シルク温泉

やまびこの指定管理者の指定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） １４９

ページをご覧ください。第１４８号議案、豊岡市立

但東シルク温泉やまびこの指定管理者の指定につ

いてご説明いたします。 

 指定管理者の候補者は、引き続き現指定管理者の

株式会社シルク温泉やまびこを指定管理者選定審

査会を経て選定いたしました。指定管理の期間は、

令和４年４月１日から５年間としています。 

 １５１ページから１５２ページにかけましては

公の施設の概要等を記載しておりますので、ご清覧

ください。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ここもちょっと収益を教えて

いただけたらありがたいんで、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（清水  寛） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 直近の

収支なんですけど、今年度４月１日から１０月３１

日までの当該純利益が７１０万４，０９１円となっ

ておりまして、予算額は７２万６，０００円といた

しておりましたので、予算比９７８．５％としてお

ります。以上でございます。 

○委員（西田  真） よろしい。 

○委員長（清水  寛） ほか質疑ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 
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 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第１４９号議案、豊岡市立たんたん温泉

福寿の湯の指定管理者の指定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） １５３

ページをご覧ください。第１４９号議案、豊岡市立

たんたん温泉福寿の湯の指定管理者の指定につい

てご説明いたします。 

 指定管理者の候補者は、引き続き現指定管理者の

たんたん温泉運営管理組合を指定管理者選定審査

会を経て選定いたしました。指定管理の期間は令和

４年４月１日から３年間としています。 

 １５５ページから１５６ページにかけましては

公の施設の概要等を記載しておりますので、ご清覧

ください。 

 なお、次の指定期間中に豊岡市公共施設再編計画

での今後の方向性を検討するため、指定期間を短縮

し協議を行うことといたしております。説明は以上

です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１５４号議案、豊岡市城崎温泉地区にお

ける歴史的建設物の保存及び活用に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 都市整備課、石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 議案書の１７９ペー

ジをご覧ください。第１５４号議案、豊岡市城崎温

泉地区における歴史的建築物の保存及び活用に関

する条例の一部を改正する条例制定についてご説

明いたします。 

 内容につきましては本会議で都市整備部長が説

明したとおりですが、具体的に申し上げますと、国

の建築士法において都道府県経由事務が廃止され、

この条項が削除された改正がなされております。こ

の建築士法の改正に伴って、今回市条例で引用する

条項を改めるもので、条例の中身を改正しようとす

るものではございません。 

 １８３ページの新旧対照表をご覧いただきます

と、条例第１５条第２項本文中、現行では建築士法

第１０条の２の２と引用している箇所を、改正後

（案）では建築士法第１０条の３に改めようとする

ものです。説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第１５４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 
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 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

   午前１０時１１分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時１１分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 まず、第１６１号議案、令和３年度豊岡市一般会

計補正予算（第１４号）を議題といたします。 

 なお、説明については所管事項に係る部分につい

て、課ごとに歳出、歳入、あれば債務負担行為補正

及び地方債補正の順に説明をお願いします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 それでは、環境経済部から組織順で説明願います。 

 環境経済部、坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） それでは、２５５ペ

ージをお開きください。大丈夫でしょうか。 

 下から２つ目の説明欄のくくりにあります、真ん

中にあります定住推進事業費をご覧いただけます

でしょうか。６０万円の増額補正ということにいた

しております。これは東京圏からの移住支援補助金

という国の制度がありまして、県と市が義務随伴と

いう形でついていくような制度になっております。

世帯で移住された場合１００万円、単身の場合６０

万円という補助がなされる制度設計になっており

まして、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の

１を負担するという、こういう制度です。当初予算

では組んでおりませんでしたけれども、このたび該

当の方が出てまいりましたので、このたび補正でお

願いをするものです。 

 テレワーカーとして５月に東京都から豊岡市に

移住されてきた方が対象となります。市として６０

万円を交付し、国、県分が負担する４５万円を歳入

するという形になります。 

 続きまして、２５７ページをご覧ください。一番

下の枠にありますＵターン推進事業費、兵庫県北部

合同企業説明会の運営業務２５０万円減額といた

しております。当初は大阪でリアル開催をする予定

でしたが、県と他市町との協議の中でオンライン開

催をさせていただくことになりましたので、不用額

を減額するものです。 

 次は２７３ページまで飛んでください。よろしい

でしょうか。上から２つ目の枠です、中小企業金融

対策事業費、中小企業融資資金、利子補給の分の不

用見込額の減ということで、１０２万円の減額、そ

れからその下、企業誘致推進事業費、雇用奨励金の、

これも不用見込額の減ということで１６０万円減

額いたしております。 

 続いて歳入です。２４７ページをご覧ください。

上から２つ目、県補助金のくくりで、一番上ですけ

れども、移住支援事業費補助金、これ先ほど申しま

した、国、県からの歳入４５万円というのを計上い

たしております。 

 それと債務負担がございますので、２３５ページ

をお開きください。真ん中から少し下の辺りですけ

ども、菓子祭前日祭実行委員会補助金ということで、

来年度、菓子祭を４月１６日土曜に開催する方向で

準備を進めておられます。これに当たる債務負担と

いうことで１８０万円を計上いたしております。私

からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、環境経済部、谷

口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） ２５７ページをお

開きください。一番下の欄にあります城崎国際アー

トセンター事業費、これ費用弁償、旅費の減額でご

ざいます。コロナウイルス感染拡大によりまして人

の移動が抑制されておりますので、出張等を取りや

めたもので、そのほかにも同様の理由で旅費の減額

しておりますけども、逐一説明のほうは省かせてい

ただきたいと思います。 

 その下、観光事業費のうちの豊岡市ワーケーショ

ン推進事業費です。これ市内の民間事業者がテレワ

ーク拠点を整備するのに必要な経費を補助するも

ので、上限１００万円、２分の１補助で制度つくり

ましたけども、４００万円の減額補正をさせていた

だきたいと思います。 

 その下は増額補正のお願いでございます。海外プ

ロモーション事業ということで、訪日市場の再開に
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向けてウエルカムバックキャンペーンを英語圏、そ

れから繁体字圏のほうで展開をしたいと思ってお

りまして、それに要する費用を計上させていただい

てございます。 

 次の情報戦略推進事業費につきましては、豊岡で

ファンミーティングの開催を予定をしておりまし

たけれども、新型コロナウイルスの感染拡大により

中止としましたので、不用額を減額するものです。 

 ２５９ページの一番上の段のアーティスト・クリ

エーター移住、それから文化と教育の先端自治体連

携事業、こちらも旅費の減額でございます。 

 次に、飛びまして、２７３ページをお開きくださ

い。上段の２段目です、観光事業費、業務委託料で

テレワーク拠点運営管理業務ということで、今整備

をしております城崎国際アートセンターのテレワ

ーク施設の運営管理を一般社団法人ＰＯＳＴのほ

うに委託をする３か月分の業務委託料で、４１万９，

０００円を計上させていただいてございます。 

 その下、補助金のところでございますけども、観

光地魅力強化事業費ということで、観光地の魅力強

化のための民間の動きを支援する補助制度でござ

いますけども、２，３９０万円の減額補正をさせて

いただいてございます。 

 次、歳入ですけれども、まず２４５ページをお開

きください。一番下段の国庫支出金の一番上段にあ

ります既存観光拠点再生・付加価値化推進事業費補

助金ということで、国の補助金でございますけども、

城崎国際アートセンターのテレワーク拠点整備に

係る経費のうち、対象事業費の２分の１を国が補助

するという制度でございますけども、補助が採択さ

れましたので歳入として計上させていただいてご

ざいます。 

 それに伴いまして、２５１ページでございます。

もともと財源として地方債を想定しておりました

けども、国の事業採択をされましたので、財源更正

をさせていただいて減額の補正予算になってござ

います。 

 最後、２３７ページでございます。地方債補正、

こちらも先ほど来説明させていただいてます、城崎

国際アートセンターの国の補助金の採択による地

方債の補正ということでございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、農林水産課、柳

沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） それでは、２５８ペ

ージ、２５９ページをご覧ください。農林水産課歳

出予算からご説明をさせていただきます。 

 まず上段、地方創生推進事業費でございます。説

明欄、２５９ページをご覧ください。上段の真ん中

辺り、まず、コウノトリ育むお米ブランド化推進事

業費です。３０４万円の減額補正でございます。本

年度は渡航してアメリカ、オーストラリア、香港で

のプロモーション活動を中心に行うこととしてお

りましたが、引き続く新型コロナウイルス感染症拡

大の影響を受け、できておりません。今後も渡航の

見通しが立たないため、関係予算を減額するもので

ございます。 

 次に、新規就農総合支援事業費です。この事業は

新規就農、若手農家に対する支援です。補助金の今

後の執行見込みを整理し、７５万円の増額を行うも

のです。まず、新規就農者確保事業費は経営開始時

の経営確立を支援する資金を交付するもので、２名

分、２２５万円を増額させていただきたいというふ

うに思っております。一方、若手農家支援事業費は

農業用機械等の導入に支援するもので、当初予定し

ておりましたもののうち、不用となった１５０万円

を減額するものです。 

 続いて、その下、豊岡農業スクール開校事業費で

す。委託料７５万円の減額です。新規就農に必要と

なる技術や経営能力を学ぶための農業スクールを、

市では２０１３年度から委託事業として開校して

おります。今年度、新規スクール生として３名を予

定しておりましたが、そのうち１名が１０月からの

入校となりましたので、その半年分に係る経費を減

額するものでございます。 

 続いて、２７０ページ、２７１ページをご覧くだ

さい。（「いいですか」と呼ぶ者あり）はい。 

 上段２番目、２７１ページの説明欄をご覧くださ

い。農林水産業費の中の、まず、農業振興費です。
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５，３２５万２，０００円の減額です。まず、消耗

品から通信費までの３８万６，０００円は、数量調

整円滑化推進事業と言いますが、米の需要調整に係

る事務経費でございます。県からの当該補助金が減

額されたことによる減額でございます。次の負担金

１２８万円は但馬まるごと感動市開催のためのも

のですが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観

点で、本年度事業が来年度に延期となったことによ

る減額でございます。 

 次の補助金５，１５８万６，０００円は、雪害施

設復旧事業費として、昨年１２月以降の降雪により

ビニールハウス等に被害を受けたものを対象に、そ

の復旧等に係る経費支援を行うこととしておりま

すが、今後の執行見込みを踏まえての減額です。当

初、被害施設の全てに対応できるように７，０５５

万９，０００円を予算化いたしましたが、施設を復

旧しない、規模を縮小するなどのケースも多く、予

算の執行を１，８９７万３，０００円と見込み、減

額するものです。 

 続いてその下、有害鳥獣駆除対策事業費です。負

担金４４４万円の減額です。これはシカ緊急捕獲拡

大事業に係るもので、狩猟期の捕獲補償金の財源と

して各市町が捕獲頭数に応じた負担金を県へ納め

ております。当初予算では概算額として計上してお

りましたが、昨年度の捕獲頭数が確定をいたしまし

たので、その数によっての請求額による減額という

ふうなことでございます。 

 次は、多面的機能支払事業費です。交付金２，０

００万円の減額です。この事業は農地・農用施設の

保全管理活動を支援するため集落等へ交付金を交

付するものです。この交付金のうち、施設の長寿命

化の支援に係る経費について、県からの交付額が減

額となる見込みを踏まえ減額するものです。なお、

最終的な事業費の精算はそれぞれの実施団体のほ

うでの事業を終了してからの精算とさせていただ

きますことから、３月補正で行うこととしておりま

す。 

 続いて、人・農地プラン推進事業費です。補助金

として機構集積協力金９９９万円の増額です。この

事業は、人・農地プランの策定地域を対象に、地域

内のまとまった農地を農地中間管理機構に貸し付

け、担い手の農地集積・集約化を図る場合に、当該

地域等に協力金を支払うものです。担い手への農地

集積・集約化を図る地域の増加に伴い増額するもの

でございます。 

 その下、豊岡市農業ビジョン推進事業費です。美

しい農村プロジェクトに係る経費１４８万円の減

額です。アドバイザー派遣や計画検討への補助の経

費としておりました。これは、身も心も美しい農村

を実現する事業として当初予算に計上し、突き抜け

た農村の価値を見える化するような事業として計

画をしておりました。実際の進め方を検討する中で、

２か所あるいは３か所の突き抜けた地域をつくる

ということよりも、今まさに農村としての力が失わ

れつつある地域が増えておりますので、市として力

を入れるべきところを再考した結果、本事業を取り

やめるというふうな決断をさせていただきました。 

 なお、地域活性化のために事業展開をしたい地域

がございます場合には、国の補助金等を活用する支

援を考えていく予定にしております。 

 続きまして、２４６ページ、２４７ページをご覧

ください。歳入のほうに移ります。真ん中の囲みの

ちょうど真ん中辺りでございますけれども、県支出

金の農林水産業費県補助金です。説明欄をご覧くだ

さい。農業費補助金は農林水産課分が５つあります

が、先ほど歳出で説明しましたことに伴い、それぞ

れ関係する歳入を補正するものになります。 

 まず、上から１番目、数量調整円滑化推進事業費

補助金が３８万６，０００円の減額です。米の需要

調整に係る事務費を県から１０分の１０補助でい

ただいておりますが、県からの配分が減額となった

ものでございます。 

 続いて、多面的機能支払交付金が１，５００万円

の減額です。歳出予算は２，０００万円の減額です

が、国が２分の１、県が４分の１、市が４分の１の

負担割合でありますので、国、県の負担分の減額と

なります。 

 次は４番目、新規就農総合支援事業費補助金でご
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ざいます。２２５万円の増額です。新規就農者の受

給見込みを整理しての増額となっておりまして、事

業費は県から１０分の１０でいただくというふう

なことで、歳出と同額を上げております。 

 続いて、機構集積協力金は９９９万円の増額です。

担い手への農地集積・集約化を図る地域の増加に伴

うもので、県から１０分の１０の歳入となりますの

で、歳出と同額を上げております。 

 続いて一番下ですが、雪害施設復旧補助事業費補

助金は、３，３９４万８，０００円の減額です。国

の制度、県の制度、それぞれ執行見込みを踏まえた

減額となります。 

 ２４８ページ、２４９ページをご覧ください。下

から２つ目の囲みです。繰入金の説明欄の地域振興

基金の行をご覧ください。市全体の整理としては７

０万円の減額になっておりますけれども、農林水産

課関係分としましては、内数で３００万円の減額で

す。コウノトリ育むお米ブランド化推進事業費と新

規就農総合支援事業費がそれぞれ１５０万円の減

額となっております。 

 続きまして、２５０ページ、２５１ページをご覧

ください。真ん中の囲みの諸収入の中の雑入でござ

います。説明欄の一番下のシカ緊急捕獲拡大事業精

算金として４４３万９，０００円を計上しています。

こちらにつきましては、狩猟期の鹿捕獲に対し、県

が狩猟者に支払う捕獲補償金の財源として市が負

担金を支出しておりますけれども、これは昨年度の

精算分として市が多く払っておりましたので、県か

ら市に返還があったというふうなものでございま

す。 

 続きまして、２３５ページをご覧ください。債務

負担行為の補正でございます。上から２番目、農業

用施設管理事業です。令和４年度分として限度額２，

０００万円を設定するものです。基幹農道の舗装、

修繕工事に伴うもので、ゼロ市債として早期発注を

進めようとするものでございます。清滝の農免農道

の修繕等を考えております。 

 次は８つ下、豊岡農業スクール開校事業です。令

和４年度分として新規スクール生３名の事業費４

５０万円を上げております。 

 次は３つ下になります、高齢者等農作業生きがい

対策事業費補助金です。限度額５２万５，０００円

を上げております。６０歳以上の高齢者が農作業を

行う場合、獣害対策としての防護柵等設置に係る経

費の一部を補助するものになります。 

 また、その下、ニホンザル被害防除対策事業費補

助金です。限度額２５万円を上げております。これ

は、ニホンザルの生息する地域を主に既存防護柵の

強化、修繕に係る経費の一部を補助するものです。

それぞれ春野菜等を栽培する際に早期に対応をす

る必要があることから、令和４年度事業として債務

負担行為を設定するものでございます。農林水産課

からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、コウノトリ共生

課、宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 議案書は２５

７ページをご覧ください。最上段の人件費ですけど

も、加陽水辺公園交流館管理人の報酬に係るもので

す。地元地区の方に時間単価を最低賃金でお願いし

ているため、今秋の最低賃金の増額に伴い適用日以

降の就業分について要求しているものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、地籍調査課、依

田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） ２７１ページをご覧

ください。農地費の地籍調査事業費です。事業費補

助金の県内調整によりまして、主に次年度に予定し

ておりました山陰近畿自動車道城崎道路側の先行

地籍調査箇所の一部を前倒しで実施するため、報償

金２８万円、業務委託料９８５万３，０００円の補

正をお願いするものです。 

 次に、歳入です。２４７ページをご覧ください。

農業費補助金の説明欄の上段３行目の地籍調査事

業費補助金です。当初予算で見込んでおりました補

助額の割当て増減や、県内調整によります追加割当

てがあり、３８０万６，０００円を増額するもので

す。 

 説明は以上です。 
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○分科会長（清水  寛） 続いて、建設課、冨森課

長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 議案書の２７４、２７５

ページをご覧ください。一番上の欄の土木費の雪害

対策費になります。右側２７５ページの説明欄をご

覧いただきたいと思います。雪害対策事業費の業務

委託料、これにつきまして１億７，０６０万円を計

上させていただいております。これは除雪業務に係

る費用、これは過去５年間の実績、具体的にはその

平均額を算出いたしまして、当初予算との比較にお

きまして不足する額について今回補正をお願いす

るものです。それから、その下の事業用備品の減額、

１，２４７万２，０００円の減額につきましては、

除雪車両の更新に伴う入札減による減額補正とな

っております。今年度につきましては除雪車両２台

を更新ということで発注しておりまして、その入札

減による減額補正になります。 

 続きまして、歳入になります。２４４ページ、２

４５ページをご覧ください。一番下の欄の国庫支出

金になります。そこの目６の土木費国庫補助金、２

４５ページの説明欄にありますが、そこの道路橋梁

費補助金ということで、雪害対策事業費３，２５４

万７，０００円の減額補正となります。これは除雪

業務委託料に係る国庫補助金の内示に伴う減額と、

先ほどの除雪車両の更新の入札減に伴います国庫

補助金の減額を合わせまして、３，２５４万７，０

００円の減額ということで補正をさせていただき

ます。 

 続きまして、２５１ページをご覧ください。一番

下の欄の市債になります。これにつきましても道路

橋りょう債ということで、先ほどの除雪機械の入札

減ということで、除雪機械整備事業債を２８０万円

減額するものです。 

 続きまして、債務負担になります。２３５ページ

をご覧いただきたいと思います。２３５ページの上

から３つ目の欄になります、道路維持事業というこ

とで１，３９０万円を上げさせていただいておりま

す。これにつきましては、道路維持事業ということ

で舗装修繕、これをゼロ市債ということで２件上げ

させていただいています。出石町東條地内の市道東

條線、ちょうど弘道小学校の南側の路線になります。

それから、瀬戸地内の市道日和山線、これの舗装修

繕工事を今回上げさせていただいております。どち

らも観光地ですので、早期工事をすることによって

集客ということに寄与するということで、ゼロ市債

ということで上げさせていただいております。 

 それから、次が地方債の補正です。２３７ページ

をご覧ください。２３７ページの上から２つ目の除

雪機械整備事業費ということで、こちらは先ほどの

除雪機械の入札減に伴いますもので、８９０万円か

ら６１０万円に減額補正ということで上げさせて

いただいております。建設課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、都市整備課、石

田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） それでは、２３５ペ

ージをご覧ください。第２表、債務負担行為補正の

上から４つ目の事業、公園管理事業で、来年度６５

０万円を限度額として設定しようとするものです。

中央公園いこい、いわゆるＳＬ公園の戸牧川沿いに

設置してます擬木柵の経年劣化が著しく、来年度、

転落防止策の更新工事を早期着工し、実施しようと

するものです。説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、建築住宅課、山

本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 同様のページになり

ます、２３５ページをご覧いただきたいと思います。

建築住宅課所管の補正につきましては歳出、歳入な

く、この債務負担行為補正ということになります。

５行目に記載しております住宅管理事業、限度額１，

２８０万円、これにつきましてですけども、ゼロ市

債によって市営住宅の修繕を取り組むというもの

でございます。内容的には日高の鶴岡東住宅の配水

管の改修、あと日高道場住宅での退去された方の退

去の修繕という形、あと但東の小谷住宅でのフェン

ス、ちょっと老朽化激しいと、危険ということで、

それで改修工事、この３件をゼロ市債で取り組みた

いということで要求させていただいております。以

上です。 
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○分科会長（清水  寛） 続いて、竹野地域振興課、

平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 歳出から

説明させていただきます。２５７ページをご覧くだ

さい。説明欄、上から４つ目の囲み、竹野振興局プ

ロジェクト事業費委託料６０万円の減額は、仲田光

成氏作品貸付事業に伴うホームページ作成業務の

発注を取りやめたことにより減額するものです。ま

た、補助金、竹野カニカニカーニバル事業費６０万

円の減額については、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため開催を中止しましたので、これを減額

するものです。 

 次に、歳入について説明させていただきます。２

５３ページをご覧ください。市債の一番下の囲み、

過疎対策事業債の３５０万円の減額については、竹

野カニカニカーニバル事業費の減額に伴う６０万

円の減額が含まれています。 

 最後に地方債補正について説明いたします。２３

７ページ、第３表、地方債補正をご覧ください。一

番下の過疎対策事業債３５０万円の減額は説明し

たとおりです。以上で説明終わります。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、出石地域振興課、

川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 歳出、

歳入はございません。 

 債務負担行為の補正についてご説明させていた

だきます。２３５ページをご覧ください。下から３

段目にあります出石農産物加工場の指定管理料１

６５万円です。これは令和４年度から令和６年度ま

での３年間の指定管理料でございます。説明は以上

でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、水道課、谷垣課

長。 

○水道課長（谷垣 康広） 水道課に関する部分につ

いて説明いたします。議案書２６９ページをご覧く

ださい。歳出でございます。上の表の最下段、水道

事業会計負担金ですが、８９９万４，０００円を減

額しています。内訳といたしまして、一般会計から

水道事業会計への繰出金のうち、豊岡中核工業団地

等のいわゆる特別料金に係る料金不足額と、児童手

当の負担額を確定額に改めたものです。説明は以上

です。よろしくお願いします。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、下水道課、榎本

課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 議案書２７５ページを

ご覧ください。歳出についてです。２つ目の表の最

下段、下水道事業負担金１，３４７万７，０００円

の減額は、令和２年度の下水道事業決算を受けて一

般会計からの繰入金を再計算いたしまして減額す

るものです。説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は１０時５０分。 

午前１０時４２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４９分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、休憩前に引き

続いて分科会を再開いたします。 

 質疑はありませんか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） すみません、予算のとこ、２

５７ページ、下のほうで海外戦略推進事業費海外プ

ロモーション事業。（「ちょっと待って、２００」

と呼ぶ者あり）２５７。ちょっと事情よく分かんな

いんですが、これは当初予算からあっての調整的な

補正ということなんでしょうか、まずそれを。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 海外戦略推進事業

費につきましては当初予算からありましたけれど

も、昨今のこういった事情でしたので、当初予算で

やること抑えて、ほぼ外向きの活動の予算はついて

なかった頃なんですけれども、早ければ来春の再開

に向けて準備する必要があるなという判断をさせ

ていただいて、増額の補正をお願いするものです。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 先ほど参事のほうから英語圏

という言葉が出ましたもので、今なのかなという、

そのタイミングの問題をちょっとお聞きしときた

いと思いました。 
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○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 今となっては、変

異株の動向でちょっと先行きが見通せないところ

もあるんですけども、一般的に英語圏の方々の予約

から来られるまでの、リードタイムといいますか、

が長い傾向がありますので、メッセージを送るタイ

ミングで、どういったメッセージを送るかっていう

ことはちょっと検討しなければならないと思いま

すけども、あらかじめ準備をしておきたいというこ

とでございます。 

○委員（石田  清） はい、了解しました。 

 もう１点、すみませんが。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 水道課のほうで、特別、中核

工業団地の特別料金不足分の繰出金の話が出まし

たですね、２６９ページ。１点、今年のこの関係の

繰り出しの総額っていうのは幾らになりますしょ

うか。 

○分科会長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 特別料金に係るもので３，

９００万８，０００円、公衆浴場、公営浴場、工業

団地を３つ合わせたものになります。 

○委員（石田  清） 工業団地だけでいいです。 

○水道課長（谷垣 康広） 工業団地だけでいきます

と……。 

○分科会長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、工業団地だ

けでいきますと、６００万の減額になっております。 

○委員（石田  清） ６００万減額。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○水道課長（谷垣 康広） ３，７７９万４，０００

円、あ、失礼しました、ちょっと待ってください。 

○分科会長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 失礼しました、訂正しま

す。 

 工業団地、３，１７９万３，０００円でございま

す。（「３，１００」と呼ぶ者あり）７９万３，０

００円。（「７９万３，０００円」と呼ぶ者あり）

はい。に補正後の額でございます。（「補正後の額」

と呼ぶ者あり）はい。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） すみませんね、坂本部長、中

核工業団地のこの特別料金の繰り出し、ちょっと聞

かせてもらいました３，１００万円ほど、毎年、大

体そんなもんなんですね。 

 一般質問でも出てましたけども、これ、坂本部長

の考え方、雇用にも波及しているとかいうことは分

かるんですけども、本当にこれ繰り出して、こちら

の豊岡市が負担して、効果の話としてはもうほとん

ど終わってるんじゃないのかなと。当初、企業誘致

をしたときは、それだけの効果を出すようなものだ

ったんでしょうけども、それを３０年ぐらいずっと

引きずってるっていうのは、３０年後の今の段階に

なって、毎年、３，１００万円を出していくってい

う効果が、坂本部長の言われるような形で算定され

るのかなということをまず１点思いますし、それか

ら、ほかの地域に入っている企業、新規、こちらに

越してきた企業とのバランスの問題もやっぱり出

てくると思います。 

 さらに、信頼関係を基礎として、今までの信頼関

係を基礎として続けていくんだと言われてますけ

ども、まあ言ったら３０数年たって、契約書の中に

永久的にって書いてあるのと一緒のような形にな

ってしまっておりまして、これはやはり相手さんが

あることですから、すぐにはということにはいけな

いと思いますけども、２２社あるというふうに聞き

ましたけども、やはり少しこれは協議のテーブルに

載せていかれるような形で取扱いをお願いをでき

ないかと。急激なアップだってことにはならないと

は思いますけども、今の状況に合わせて、この３，

２００万円弱ぐらいの金額を毎年毎年つぎ込んで、

企業誘致の金額としても大きいと思いますけども、

これをやっているということについては、ちょっと

あまりにも年数がたち過ぎて、効果額がないんじゃ

ないかなというふうに思いますので、そこら辺の協

議のテーブルに載せていただくような形でお願い

をしたいというふうに思います。これはまだ依頼で

すし、今どうしなきゃならないということではない
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んですが、よろしくお願いします。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） まず、投資とリター

ンの効果ということですけども、毎年効果が生まれ

てると私のほうは思ってまして、毎年繰り出しもあ

るけれども、それ以上の効果が毎年生まれてるとい

うことですので、いつの時点で終わったというもの

ではないと思ってます。初期投資に関しては、当然

いつまでということがありますけれども、そういう

ふうに理解をしております。 

 ただ今回、こういう議論が本会議でもなされまし

たし、企業協議会のほうも、当初の社長さんから替

わったりして、メンバーも替わってきてますので、

こういう議論が水道料金の改定に合わせて行われ

てきたということは先方にもお伝えをしながら、今

後どうあるのがいいのかというのは議論をしてい

くスタートになるのかなというふうには思ったり

してるところです。 

○分科会長（清水  寛） はい。 

○委員（石田  清） よろしくお願いします。 

○分科会長（清水  寛） ほか、ありますか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと何点か教えていただ

きたいと思います。 

 まず、２７１ページ、これのどこだったかいな、

ビニールハウスの分がありましたね、どこだったか

な、雪害の分でビニールハウスの倒れたどうのこう

のいうのがありましたね。（「雪害施設復旧事業費」

と呼ぶ者あり）ページ違ったんかいね。（「２７１」

「農業振興事業費の一番下です」と呼ぶ者あり）一

番下ですかいね。それの分で、直さないところがあ

ったりなんかして、減額ということだったんですけ

ど、実際にどれぐらい被害があって、どれぐらい直

されたのかいうのをちょっと教えていただけませ

んかね。 

○分科会長（清水  寛） 農林水産課、柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 当初につきましては、

３３名、３３戸で５４棟のビニールハウスが被害を

受けているというふうな認知をしておりまして、そ

れに見合う予算を立てておりました。現在、そのう

ちの２６名の方、意向も確認をしまして、既に手続

終わった方もありますけれども、これからという方

も含めて２６名の３７棟というふうな数になって

おります。件数的には以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ３３戸で５４の倒壊というこ

とで、２６名、３７棟をこれからも含めて補修とい

う格好でよろしいんですか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 制度の立てつけとし

ましては、撤去をして新設ということも含みますけ

れども、大体のところは壊れたところを補修されて

というふうな状況かというふうに思っております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） それから、２７５ページ、除

雪のほうで２台の入札減があったんですけど、これ、

多分説明は聞いとると思うんですけど、もう一度教

えていただきたい思うんです。どんなとこに２台入

れて、どんな除雪機かいうのをちょっと教えていた

だければと思うんです。 

○分科会長（清水  寛） 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） まず、１台につきまして

は、（「ちょっとゆっくりゆっくり」と呼ぶ者あり）

日高地域で除雪ドーザー４トン級のものを入れて

おります、これが１台目です。それから２台目が城

崎地域です。これが除雪トラック２トン級、この２

台を今年度更新ということでしております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これの入札減ということで、

当初の設計金額は、言ってもよかったらちょっと教

えていただきたいんです、それぞれ２台とも。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 当初、日高が、８７５万

５，０００円が設計額です。除雪トラック２トンの

ほうが１，２７９万４７０円です。 

○分科会長（清水  寛） はい。 

○委員（西田  真） はい、了解しました。 
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 その件はそれで結構です。 

 そして、２７１ページ、これの地籍の分です、地

籍調査の、これが１，１３３万円の分でしたけど、

これ北近の分だと、そういう説明を受けたと思うん

ですけど、これ、北近の地籍の関係はこれで全て終

わりという格好になるんですかね、どこだったいな。 

○分科会長（清水  寛） 地籍調査課、依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） これ、北近ではなし

に、山陰近畿の……（「山陰近畿か」と呼ぶ者あり）

はい。城崎道路側の一部を前倒しして施工する予定

にしております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、ありがとうござ

います。山陰近畿ということで、そして、ついでに

北近のほうはもう既に終わっとるんかどうか、確認

させてください。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 一応、北近畿豊岡自

動車分の先行地籍におきましては、一旦終わってお

ります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） もう１点、２７３ページ、テ

レワークの分で２，３９０万円でしたですかね、こ

れ、観光地魅力強化事業費、これの内容をもう少し

詳しく教えていただけませんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 環境経済部、谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 市内の観光地の魅

力を強化したり、新しいコンテンツを造成されるこ

とに対する補助金ということで補助してまいりま

した。補助率が３分の２で、結果といたしましては、

４件採択をさせていただいて、例えばアップかんな

べのゲレンデのマウンテンバイクコースの造成で

ありますとか……（「ゆっくりお願いできますか」

と呼ぶ者あり）はい、アップかんなべのゲレンデに

おきますマウンテンバイクコースの造成とか、それ

から神鍋地域におけます観光農園の整備とか、それ

から城崎温泉におけますコミュニティスペースの

改修でありますとか、最後、奥神鍋スキー場におけ

ます初心者用のゲレンデの造成だとか、グリーンシ

ーズンにおけるゲレンデの活用に関する整備など

について補助したところです。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっとその内訳もお願いし

ます。 

○分科会長（清水  寛） 内訳、はい。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） アップかんなべに

つきましては、申請団体がアドバンス株式会社にな

りまして、交付決定額が３３３万３，０００円です。

神鍋の観光農園につきましては、株式会社チームズ

という会社でございまして、交付決定額が３７４万

円。（「もう一度お願いします」と呼ぶ者あり）３

７４万円、株式会社チームズです、観光農園です。

３つ目が、城崎温泉の株式会社富士見屋さん、これ

は建物の一部改修などで、交付決定額が４５８万９

９８円。最後、奥神鍋スキー場ゲレンデにつきまし

ては、株式会社奥神鍋、交付決定額が１，０７６万

２，０００円です。（「１，０００」と呼ぶ者あり）

１，０７６万２，０００円です。 

○委員（西田  真） 以上です。ありがとうござい

ます。 

○分科会長（清水  寛） ほかありますか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） いいですか、すみません。 

 農林水産課の分で、２７１ページですけども、多

面的機能支払事業費が２，０００万円、これ県から

減額になってるというふうにお聞きして、１，５０

０万円が２分の１、国で、４分の１が県で、市が５

００万円ですかね、２，０００万円だったら、減額

というか。これはうちの近隣の地域、区なんかでも

保全管理のためにやられてると思うんですけど、こ

の減額になった理由って、さっきお聞きしましたで

したっけ、何か理由があるのかなと。 

○分科会長（清水  寛） 農林水産課、井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 一言で言ってしま

うと、国の予算に影響されてということになります。

全国的に多くの組織がこういった活動をなされて

いる中で、ここ３年ほどがその傾向が強いんですが、

国の予算がほとんど増額になっていないというふ
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うなことで、そのしわ寄せが全国的に多くの組織さ

んが減額になっているというふうなことです。 

 この事業は二階建てになっておりまして、草刈り

ですとか、道直しですとか、水路の泥上げみたいな

活動を行っていただく共同活動というのが１階部

分で、こちらはまず満額を出そうというふうな県の

方針です。二階建ての部分で、工事的要素が高い長

寿命化事業というのがございまして、こちらについ

て、先ほど申し上げました国の予算に引っ張られて、

県も４分の１がひっつけれない、市も４分の１がひ

っつけれないというふうな加減で、豊岡市に、本市

については２，０００万円何がしの分がこの長寿命

化事業の分、減額されるというふうな状況でござい

ます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） すみません、ありがとうござ

います。 

 分かったんですけど、その要は、地域で草刈りと

か整備とかする分に関してはあまり変わらないと

いうことですか。今後、この予算はあれですかね、

だんだんと減らされる傾向にあるんですか。という

のは、地域でもこの多面的なやつ、これやりたいと

いうところが結構、またこれから増えてくると思う

んですけど、それが予算減らされると、何かできな

くなっちゃうのかなと思っちゃうんですけど、どう

でしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 国の予算が永遠に

変わらないということになると、おっしゃったとお

りで、活動組織が増えてきますと、だんだん割が悪

くなるという言い方はおかしいんですが、少しずつ、

各組織におかれては減額になってしまうというふ

うなところがおっしゃるとおりだと思います。とい

うようなことで、我々につきましても、例えば但馬

自治会の国県要望でありましたり、あと副市長会の

要望であったりというふうなところで、機を捉えて

要望のほうは今後も引き続きしていかなければな

らないのかなというふうに考えておるところです。

以上です。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） これ、質問じゃないですけど、

ぜひ要望をよろしくお願いしたいと思います。以上

です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 先ほど工業団地の効果ってい

うところで、毎年効果が生まれてる、それは雇用っ

て考えたらいいですか。 

○分科会長（清水  寛） そしたら、環境経済部、

坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 毎年の効果というこ

との問いだったと思いますけれども、本会議でも答

えましたとおり、雇用は１，５００人程度をずっと

雇用いただいておりますし、工業統計の製造品出荷

額というものがありますけれども、全市の約２５％、

工業団地だけで出荷額を毎年出していただいてる

ということもあります。 

 それから、当然、事業を行っていただいておりま

すので、事業税、固定資産税というものも毎年、市

のほうに入ってまいりますし、雇用をしていただい

てる要は従業員の方々の住民税ということでも、そ

の分が毎年、市にバックがあると、こういうことを

ひっくるめて、投資以上の効果があるというふうに

お答えをさせていただいたところです。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうですね、もちろんそうい

う積極的な面もあると思うんですけど、僕自身も工

業団地の工場に幾つかいまして、初め、製造業に派

遣労働が解禁される前後ですよね。派遣となると、

最賃ぎりぎりで勤める、そういうような状況もあり

ましてね、もちろん雇用、それでも雇用してもらえ

るのはありがたいってみんな思ってますけど、やは

り正規で雇ってもらいたいし、きちんとルール守っ

て、非正規から正規への切替えっていうのをしてい

ただきたいし、やっぱりお金出すのは僕もちょっと

と思うんですけど、よくないと思うんですけど、出

してるんなら、そういう指導もできるんじゃないか

と思いますし、はい、ちょっとそういうとこは一つ
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お話ししたかったんです。以上です。 

○分科会長（清水  寛） どうですか、答弁は。 

○委員（須山 泰一） 答弁、もしありましたらお願

いします。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ちなみに、この２０

２１年４月１日現在ですけれども、従業員の合計が

１，５０３名ということになっておりまして、その

うち派遣職員が５２名というふうなことになって

おります。当然、出向２８名とか、外国人実習生４

２名とか、そういうこともありますけども、そうい

うものを全てひっくるめて約１，５００名の方を雇

用いただいてるという現状でございます。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） １，５００人で、派遣や出向

が二桁だったら、どういう雇用形態が多いんでしょ

う、ほかは分かりますか、正規がどれぐらいいるの

か。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 正規職員が１，０４

８名というふうにお聞きしております。 

○委員（須山 泰一） あ、そうなんですか、正規。 

○分科会長（清水  寛） はい、須山委員。 

○委員（須山 泰一） ああ、そうですか、それは、

僕全然ちょっと今、そうなってるんですかね、正規

が１，０４８。（「はい」と呼ぶ者あり）そうです

か、それは僕がいた時分とえらい違うな。すみませ

ん、失礼しました。 

○分科会長（清水  寛） ほか、質疑はございませ

んか。 

 そうしましたら、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議なしと認めます。 

 よって、第１６１号議案は、原案のとおり可決す

べきものと決定しました。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

   午前１１時１５分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時１５分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 以上で、第１５５号議案、第１６７号議案及び第

１６８号議案を除く、当委員会に付託されました議

案に対する審査は終了しました。 

 この際、当局の皆さんから特にご発言はありませ

んか。 

 ないようでしたら、この後、報告事項のある環境

経済部及び議案審査のある上下水道部以外の当局

の皆さんは退席していただいて結構です。お疲れさ

までした。 

 ここで、建設経済委員会は暫時休憩します。 

午前１１時１６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時１８分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、ただいまから建

設経済委員会を再開いたします。 

 環境経済部から報告事項をお願いします。 

 環境経済部、谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 現在、実施をして

おります観光地プレミアム券事業「とよおか旅クー

ポン」と呼んでおりますけども、この事業期間の延

長についてちょっとご報告させていただきたいと

いうふうに思ってございます。 

 お配りしています資料ですけれども、このプレミ

アム券事業につきましては、３，０００円で４，０

００円分のクーポンが買えるということで、４，０

００円を５００円の券にして、８枚ワンセットで販

売をしております。当初、６万セット用意をさせて

いただいて、現在、市内各地での５０か所で販売を

し、それから、３８０施設程度でご利用いただける

ような登録をいただいてます。販売する場所、それ

から、利用できる施設については、各観光協会が主

体的に選んで、施設を選んでます。我々のほうから
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は、まず観光協会に加盟している施設であって、か

つ一般的な利用として観光客の方が大半を占める

施設をエントリーしてくださいということでお願

いをしました。上がってきた施設につきましては、

もうそれぞれがそれぞれ判断をされてきたのでっ

ていうことで、基本的には全て受け入れております。 

 現在、次のページでございますけども、６万セッ

ト分の、１２月１４日現在で、５万２，０００セッ

トぐらいが売れています。九十数％の売上げになっ

ておりまして、当初は１２月、今年いっぱいの予定

にしておりました。その中でちょっとご覧をいただ

きたいんですけれども、地域別です。やはり城崎が

全体の３８％を占めているんですけども、意外に但

東でも使われているっていうような傾向がありま

すが、日高地域での売上げが著しく低いっていうよ

うな状況になっていて、これはやはり冬のスキーシ

ーズンがまだこれからで、閑散期にあるっていうこ

とと、今、日高地域の場合、道の駅単独で売っとら

れるんですね。道の駅での利用が主なんですけれど

も、ここをちょっと何とかできないかっていうのが

政策的な思いもあります。 

 ということで、また元のページに戻っていただき

たいんですけども、事業期間を当初の年末までから

１月末までにさせていただきたいというふうに考

えてございます。当初６万セットということをご説

明させていただきましたけども、変更案としまして

は、７万５，０００セット、１万５，０００セット

分の増設を考えてございます。米印にありますとお

り、我々としては少し日高に配慮したような配分を

考えたいというふうに思ってございます。 

 予算につきましては、ＳＴＡＹ豊岡ｗｉｔｈ但馬

でいただいていた予算の残がございますので、それ

を流用させていただいて、新たな予算措置、ないと

いう状況で、こちらのほうの事業期間の延長をさせ

ていただきたいというふうに考えております。以上

です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 今、日高が少ないというのは、

やっぱり道の駅がちょっと上のほうにあって、なか

なか遠いのかなと思うんですけど、ですかね、どう

ですか。 

○委員長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） そもそもスキーシ

ーズンに比べると、お客様がまだ少ないっていうの

が一番の理由だと思います。スキーシーズンが始ま

って、リフト券に使えるようになるとすると、我々

としては、道の駅だけでは恐らくその、リフト券売

場に行って、使えますよって言われて、また帰って

くるっていうのは恐らくすごく不都合なので、日高

とはこれから調整しますけども、なるべくスキー場

ごとに売っていただくような形を取っていただく

のがいいんじゃないかなっていうふうに考えてま

す。 

 全体としては使える施設はやっぱり山のほうが

多いですね。あまり清水議員の地元のほうは使える

施設がないという、使える施設がないというか、登

録されてる施設がないということです。 

○委員長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ぜひお願いしたいと。 

 あと、前のミレニアム商品券ですかね、みたいな。

（「プレミアム」と呼ぶ者あり）あ、プレミアムで

すよ、ミレニアムちゃうわ、郵便局とか、何かその

辺とかはできないんですかね。 

○委員長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 今、それぞれで販

売所を設けていて、そこで販売していただいたこの、

これですね、券自身をまず観光協会のほうに取りま

とめていただいて、観光協会ごとに豊岡観光イノベ

ーションに送付をして、照合して、精査をして、豊

岡観光イノベーションが現金を戻すというような

仕組みを取っておりまして、今回は、１枚１０円の

手数料でお願いをしていて、その事務もこの予算の

中で委託をしているという状況で、郵便局は今回は

介していないということです。 

○委員長（清水  寛） 米田委員。 

○委員（米田 達也） １万５，０００セットを追加
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っていうことだったんですけども、日高に、神鍋地

域に優先配分というのはもちろんよく分かるんで

すけど、ほかの地域に予定配布数とかって今大体、

出るなら教えていただきたいんですけど。 

○委員長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 今、１万５，００

０セットって言いましたけども、ちょっと予算をも

う少し精査をして、それが１万６，０００になるか、

１万７，０００になるかというかあると思うんです

けども、最低１万５，０００は予算の中でしたいと

思っています、事務費を少し削ってでも。 

 今、想定してるのは、日高が５，０００、城崎３，

０００、あと均等に２，０００ずつぐらいがいいん

じゃないか、ちょっと機動的に動けるように、事務

局として少し持っておくっていうようなことを考

えてます。 

○委員長（清水  寛） 米田委員。 

○委員（米田 達也） じゃあ、それで分かりました。

ありがとうございました。 

○委員長（清水  寛） ほか、はい。（「よろしい

ですか」と呼ぶ者あり） 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、結構長い時間既

にやっておられるんですけど、制度的に何か問題は

ないですか。 

○委員長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） このことを問題と

いうかどうかっていうことはありますけれども、各

観光協会がほかの観光協会のことを眺められて、あ

そこは、あの店は観光客がそんなに多いんだろうか、

だったら、うちもそうしたかったわみたいな、それ

ぞれ横並びに見たときに、他の観光協会から他の観

光協会に対するいろいろな意見はございます。 

○委員長（清水  寛） はい。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございました。 

○委員長（清水  寛） ほか、いいですか。 

 それでは、谷口参事、退席していただいて結構で

す。お疲れさまでした。 

 お待たせしました。 

 それでは、まず、第１６７号議案、令和３年度豊

岡市水道事業会計補正予算（第３号）を議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） ３８５ページをご覧くだ

さい。１６７号議案、令和３年度豊岡市水道事業会

計補正予算（第３号）でございます。 

 内容につきましては、本会議で部長が説明したと

おりですが、少し補足をさせていただきます。 

 ３８８ページをご覧ください。収益的収入では、

一般会計からの繰入金を減額した８９９万４，００

０円のほか、前年度決算の確定を受けて、他会計負

担金などの金額を変更しております。 

 収益的支出では、収入と同様に、決算の確定を受

けて、減価償却費などの金額を変更したほか、総係

費の時間外手当を増額しています。 

 ３８９ページをご覧ください。資本的収入では、

消火栓新設改良工事の増に伴い、一般会計からの繰

入金を増額しています。 

 資本的支出では、建設改良費を２，０００万円減

額しています。これは、県が実施する豊岡インター

線道路改良に合わせて実施する予定となっており

ました工事が、県の事業進捗の都合で今年度は実施

できなくなり、先送りとなったものです。 

 最後に、３９４ページをご覧ください。債務負担

行為ですが、３件追加しています。表の一番上、水

質検査業務、毎年実施しているものです。２番目の

水道施設運転管理業務につきましては、現在、３か

年の長期継続契約としている現契約が今年度末で

満了となるため、次年度以降の委託業者を選定する

に当たり、債務負担行為を設定するものです。３番

目の老朽管更新事業は、例年と同様に老朽管更新の

いわゆるゼロ市債分を設定するもので、布設替え工

事４か所１，１２０メートルと舗装復旧工事２か所

を予定しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点かちょっと教えてくださ

い。 

 消火栓の分が今ついとったと思うんですけど、こ

れの豊岡市全体の数をまず教えていただきたいの

と、豊岡市全体の漏水の量ですね、どれぐらい漏水

しとるんか、そして、その金額も教えていただきた

いと思います。そして、老朽管、毎年やられとると

思うんですけど、毎年、どれぐらいの管をスパンで

毎年やっとられるのか、延長の分ですね、その４点

を教えてください。 

○委員長（清水  寛） 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 消火栓の全数ですけども、

すみません、手元に資料を持ち合わせてないので、

また後日でもよろしいでしょうか。（「委員長、ま

たお願いします」と呼ぶ者あり） 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員のほうにま

た……（発言する者あり）そうですね、提出をお願

いします。 

○水道課長（谷垣 康広） それから、漏水量ですけ

れど、すみません、漏水量です。 

 年間の総配水量が１，２２４万２，０００に対し

まして、無収水量、これが漏水水量になるかなと。

すみません、漏水量としては、ちょっと計算しなく

てはいけないので、これも改めてご報告させていた

だきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） じゃあ、その部分もまた改

めて資料をよろしくお願いします。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません。 

 それから、老朽管の布設替えですけども、おおむ

ねになりますけども、年間４キロ程度をさせていた

だいているところです。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） すみません、水道料金は、下

水道の会計は、企業会計なので、何ていうんでしょ

う、普通の企業と同じ、いわゆる貸借対照表、損益

計算書ですけど、一般質問の中で村岡議員が言われ

てた内容が気になってまして、あの部分にちょっと

乗っけてほしいんですけど、どこの、損益計算書の

中に何か自治体の半分ぐらいが、しかやってない負

担金のあれを、項目が入ってるところ、それ、どこ

を見たらいいんですかね、それちょっと教えてほし

いですけど、それすごい気になってるんですけど。 

○委員長（清水  寛） 和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） 今のご質問は、長期前

受金戻入れの件でしょうか。 

○委員（竹中  理） そうそう、何かそんな名前だ

った。 

○水道課参事（和田 哲也） 今回の補正予算書の３

８８ページをご覧いただけますでしょうか。（「３

８８」と呼ぶ者あり）３８８ページ、の上段の収入

の部の一番下でございます。ちょっと一部しかここ

にはありませんけども、長期前受金戻入れという科

目がございまして、ちょうどここの補正を上げさせ

ていただいてる分の節の部分見ていっていただき

ますと、国県補助金に係る長期前受金戻入れという

科目になっております。こちらの長期前受金戻入れ

といいますのが、過去の施設の建設時に、ここで言

いますと、国からの補助を工事の財源としていただ

くことがございます。国の補助をいただいて工事を

しまして、そちらで水道施設ができるわけですけど

も、そのできた施設はまた後年度に減価償却をして

いくことになります。 

 こちら、ここの戻入れといいますのが、以前にい

ただいた補助金を後年度になって減価償却のペー

スに合わせて収益化しなさいという制度になった

ものでございまして、収入でありながら、もう既に

工事費として使ってしまってますので、収入にする

際にはもう現金が伴ってないというような性質の

ものでございます。そのような説明でよろしいでし

ょうか。 

○委員長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） まあ、何となく分かりました。

質問の中で、普通は減価償却の中でする、するんじ

ゃないんですかみたいな話だったかなと思うんで
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すけど、確かに減価償却の中で、損益計算書の中で

は減らされるので、その辺どうでしょう。 

○委員長（清水  寛） 和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） すみません、それは資

産維持費の話ではないですか。 

○委員（竹中  理） 資産維持費。 

○水道課参事（和田 哲也） その説明でさせていた

だいたらよろしいでしょうか。 

○委員（竹中  理） はいはい、それもお願いしま

す。 

○水道課参事（和田 哲也） まず、先ほどちょっと

減価償却ということが出ましたので、減価償却の説

明からいきますと、減価償却費は、先ほど施設を取

得しまして、その次の年から、法定耐用年数に応じ

た減価償却をしていくわけですけども、減価償却費

を計上しますと、その減価償却費は資金が外部に出

ませんので、水道事業体、企業体の内部に現金がた

まっていくという構図になります。 

 計算上は、法定耐用年数が終われば、全て償却が

終わって、内部にたまったお金でまた同じような施

設の建設が可能となるという性質のものでござい

まして、そこで、次に資産維持費といいますのが、

減価償却費ですとか、そういう人件費ですとか、そ

ういった会計上の科目ではございません。料金を算

定する上で認められている原価の項目でございま

す。 

 それを資産維持費ということでしてまして、その

使い道といいますのが、先ほどの減価償却で償却を

終わりますと、施設の建設ができると言いましたけ

ども、物価の上昇ですとか、施設の高度化で求めら

れた費用増大分を減価償却だけではできませんの

で、その費用増大分を確保すべくというところで資

産維持費の一つの目的がございまして、もう一つの

目的は、企業債の償還、借金がある団体は、企業債

を返済していかなければなりませんので、そこで、

料金の原価計算の中で資産維持費という項目をの

せて、企業債の償還用の資金を確保したいというも

のでございます。 

 ですので、減価償却費は先ほど言いましたけど、

償却が終われば、同じような施設が可能とはなるん

ですけども、そこのお金を企業債の償還に使ってし

まいますと、減価償却が終わった際に、その予定し

ていたお金がなくなるということになりますので、

企業債の償還用には資産維持費を計上させていた

だいて、できるだけそちらのほうで確保して、将来

の施設更新用の資金、減価償却に伴うものはできる

だけ確保していきたいということで、今回、資産維

持費というのを、前回からですけども、計上させて

いただいて、提案させていただいています。以上で

ございます。 

○委員長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） その資産維持費っていう項目

がある自治体とない自治体がある。それはどちらが

正しいって、正しいっていうか、まあ、考え方のあ

れだと思うんですけど、何で豊岡市はその方法を取

ってるのか、教えてください。 

○委員長（清水  寛） 和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） まず、水道料金の算定

方法としまして、総括原価方式、いわゆる損益収支

方式と言われるものと、資金収支方式と言われるも

のがございます。資金収支方式はその名のとおり、

その期間内に幾ら現金が要るかということを積み

上げていって計算する方法でして、今、水道事業の

ほうで推奨、推奨といいますか、法的に好ましい方

法は損益収支方式、つまり総括原価方式ということ

になってます。 

 その総括原価方式でいきますと、先ほど言いまし

た会計上の費用だけを積み上げていくと、企業債償

還の分のお金がどこからも生まれてこないという

計算になりますので、損益収支ということですので、

建設改良のほうですとか、そちらのほうのお金とい

うのは計算上入ってきませんので、その分で建設改

良に係る工事費については減価償却によってたま

っていくお金で見ていく、企業債償還については資

産維持費ということを上げて見ていくということ

で、例えば企業債がない団体でいきますと、資産維

持費の企業債償還分は含めなくてもいいですので、

当然その分はない団体もございますし、まず、ほか
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の団体でも資産維持費っていうのは全て計上して

いるわけではございませんけれども、いつその料金

改定をされたかっていうところで、もうずっと以前

からしてないっていうことでしたら、まだ資産維持

費が浸透してきたといいますか、制度上は大分以前

からあるんですけど、計算のやり方としてはやはり

あまり詳しく知られてないといいますか、事業体の

考えも大分以前に、例えば豊岡市でいったら１０年

前に改定させていただいたときも、全国的に珍しい

という考え方でしたので、全国的には考え方として

はあるけど、次の改定ぐらいには考えようかなとい

うような団体もございますので、それぞれの団体が

いつ改定をしたかっていうとこら辺もあろうかと

思いますけども、１００％の団体がその資産維持費

を計上してるということではありませんし、反対に、

資金収支方式でいきますと、その企業債償還金も幾

ら要るという積立てをしていきますので、その辺で

いきますと、資産維持費という名前だけ、名前が独

り歩きといいますか、分かりにくい科目ということ

になりますけれども、考え方としてはそこも含めて

っていうことになると、資金収支方式の考えもまあ

まあ同じようなものかなと考えてます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 何となく分かりました。 

 うちの会派の芦田議員は元そういう仕事されて

たんで、大阪ガス……、いわゆるそういった企業で

公共サービスやられてるところの話を聞くと、総括

原価方式っていうのは、まず全部に人件費だとかも

全部含めていって、全体で見るっていうやり方です

よね。そのときに、やっぱり人件費がコストってい

うか、コスト計算っていうかね、そんなんも含めて

されるんだよみたいなことを言われてたんですけ

ども、ぜひ企業会計されてて、しかもこういった公

共、市役所、市役所っていうかね、行政がやってる

ところの中には、やっぱりなるべくそういった普通

のサービス業に近いようなサービスもぜひ考えて

いただけたらなと思うんですけど、あとそういった

コストね、人件費のコストのこととか、そういった

こともぜひ検討していただきたい、難しいとおっし

ゃるかもしれませんが、その辺どうですかね。 

○委員長（清水  寛） 和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） 人件費につきましては、

市民説明会等でも説明させていただきましたが、経

費削減の方策としまして、もう合併以降、業務を委

託に出す等によりまして、もうぎりぎりまで減らし

てきています。その中で今回の料金改定の検討でも、

少ない人数でやっていく中で、やはり人件費の削減

といいますと、やっぱり人を減らさないといけない

という中で、ちょっと今のところは難しいかなとは

考えてます。これ以上少ない中で、何とか残業だけ

は、本人の体とか健康の問題もありますので、でき

る限りは減らしたいというところではいますけど

も、まあ、なかなかというとこら辺でございます。 

 あと、経費の削減につきましても、今、水道の広

域化というようなことが話題には出てきてますけ

ども、豊岡市の場合ですと、地形といいますか、面

積ですとか、その辺りでいきますと、ハード的なも

のはちょっと難しいのだろうなという中で、ソフト

的な、近隣の市町と共同して業務ができないかと、

その辺りで経費の削減、何とかできないかというよ

うなことを今、試験的に実施を、例えば水道の薬剤

ですとか、水道メーターの共同購入を、但馬内の各

市町ですか、一部の市町としていまして、ちょっと

検証のほうはもう少しまだですけれども、そういっ

たとこら辺で何か経費削減ができないかとかいう

ことの施策はしております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 企業努力していただきたいん

ですけど、今回の改定は、私も含めてほか、うちの

会派としてはもう非常に、まあ、一般質問の中でも

非常に厳しい意見言われる方がほとんどだったと

思うんですけども、我々としては、やっぱりこの今

コロナ禍で、やっぱりちょっと時期をずらす、ずら

していただく、ほかにもいっぱい言いたいことはあ

るんですけども、まあ、１００歩譲って、そんな感

じかなという思いでは、我々はしてるんですけども、

これは意見、意見というか要望で、質問ではないで

す。以上です。 



 28

○委員長（清水  寛） ほか、いいですか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 料金見直しの話ですけども、

西田議員の一般質問の中で、このまま据え置いた場

合に、年どのぐらいの減収になるんだというような

話があったんですが、２．７億円という答えだった

と思うんですけど、間違いないですね。（「私が言

ったんですか」と呼ぶ者あり）（発言する者あり）

いや、年間でいったら、引き上げた場合と、今のを

据え置く場合との差は幾らくらいになるか。２．７

億円とかいう数字、西田議員からの質問だったと思

うんですが、その差はどのぐらいになるんだろうと

いう確認です。 

○委員長（清水  寛） 和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） まず５年間で１３．５

億円の値上げをお願いしたいというところで、単純

にそれを５で割りますと２．７億円ということでお

っしゃっていただいたと思います。実際のところは、

収支とも５年間、年度ごとに多少のばらつきがあり

ますので、きれいな数字になるかというとこは、ち

ょっと計算は実際になってみないと分かりません

ので、単純に割りますと２．７億円ということにな

ります。 

 仮にそれを、料金改定を見送るということになり

ますと、その分が丸々もう確保できないということ

になりますので、ますます水道事業は厳しくなると

いうことになろうかと思います。以上です。 

○委員（石田  清） はい、分かりました。 

 それと、何ですか、この委員会への資料提出とい

うことで、９月末の中間決算の数字が出てましたら、

特に水道料金の改定の説明資料がありましたです

ね、シミュレーションしてる、あれに沿った形で、

９月末でどのぐらいの収支になっているのか、詳細

が分かるような形を、ずれが出てきとると思います

んでね。という意味で、資料を提出をお願いしたい

んですが、委員長、よろしいですか。 

○委員長（清水  寛） そしたら、その分また改め

て資料提出をお願いしたいと思います。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと水質の検査業務のこ

れ、１，５８０万円と水道施設運転管理業務１億１，

６６０万円、これ水質検査業務って何地点でやって

おられるのっていうのと、ほんで、水道施設運転管

理業務は１か所だけでするんか、何か所あるのか、

ちょっとその辺教えてください。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） まず、水質検査業務です

けども、４月１日からの水質検査業務を行うために

やらせていただくものでして、すみません、箇所数

が今手元にございません、申し訳ございません。市

内全域となっておりまして、それぞれ場所によって

年間３回とか、毎月やるものとかというふうな格好

になってきますけども……。 

○委員（西田  真） 一覧で出してもらえませんか

ね、水質の検査箇所と、ほんで、検査項目、その場

所によって違うと思うんですね、その一覧を出して

いただくように、ちょっと委員長、資料請求お願い

します。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、水質検査

の箇所と水質項目についての資料の提出を、また全

員のほうにお願いいたしたいと思います。 

 ほか。（「いやいや、さっきの水道施設の運転管

理……」と呼ぶ者あり）ああ、はい。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 施設の数につきましても、

併せて提出させていただきたいと思います。よろし

いでしょうか。 

○委員（西田  真） 委員長、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（清水  寛） はい。 

 そしたら、それでよろしくお願いします。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか、よろしいですか。 

 そうしましたら、続いて、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す
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べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。 

 よって、第１６７号議案は、原案のとおり可決す

べきものと決定いたしました。 

 続いて、第１６８議案、令和３年度豊岡市下水道

事業会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 議案書のほう、３９７

ページをご覧ください。第１６８議案、令和３年度

豊岡市下水道事業会計補正予算（第２号）について

説明をさせていただきます。 

 内容につきましては、本会議で上下水道部長が説

明したとおりでございますが、若干補足のほうをさ

せていただきます。 

 ４００ページをご覧ください。補正予算（第２号）

実施計画です。収益的収入は、前年度、令和２年度

の決算を受けまして、他会計負担金、補助金などを

減額するものです。 

 支出につきましても、前年度決算を受けまして、

減価償却費、支払い利息の減額及び今年度の途中に

職員手当の対象者が増えましたので、その分を増額

をいたしております。全体として、差引き減額する

ものです。 

 続きまして、３９８ページをご覧ください。債務

負担行為です。債務負担行為のうち、下水道施設維

持管理業務は、市内にあります３２か所の浄化セン

ター、２２か所の汚水調整池及びマンホールポンプ

場などの維持管理を滞りなく、来年４月１日からも

行えるよう、４億２，１９０万円を計上するもので

す。また、汚泥処理運搬業務につきましても、汚泥

運搬業務が滞りなく継続できるよう、４，６７０万

円を計上するものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、何ページだ、こ

れ、４０５ページの下水道施設維持管理業務４億２，

１９０万円と汚泥処理運搬業務の４，６７０万、こ

れのちょっとまた内訳も資料で出していただけれ

ば、非常にありがたいなと思いますのと。償還のや

つの一覧があったと思うんです、償還の、それによ

ってパーセンテージがもう高いやつはもうかなり

少なくなったんか知らんですけど、その一覧があっ

たと思うんで、一番新しいやつをちょっと出してい

ただければ、非常にありがたいと思うんですけど。

委員長、その資料請求お願いします。 

○委員長（清水  寛） はい。今、西田委員から言

われた資料について。 

○委員（西田  真） 償還のやつがありますね。あ、

よろしいか。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 償還の一覧表がありましたね、

一番最後のページのほうに、前は資料あったんです

けど、それのまだ高い比率のやつってありますんか

いね、３％とか昔はあったんですけど、そういうの

はもうなくなってきとるんですか、今、１％とか、

そういう段階でしょうかね。 

○委員長（清水  寛） 河本部長。 

○上下水道部長（河本 行正） 企業債の年次の償還

表をまた提出させていただきます。 

○委員長（清水  寛） はい。 

 よろしくお願いします。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかよろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、質疑を打

ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。 

 よって、第１６８号議案は、原案のとおり可決す
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べきものと決定しました。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５９分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員会を再開い

たします。 

 河本部長。 

○上下水道部長（河本 行正） 企業債の償還の明細

につきましては、令和２年度の本市の公営企業決算

書の中の８５ページから記載しておりますので、そ

ちらのほうをご参照ください。（「アップしてあり

ますか」と呼ぶ者あり）アップしてありますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 西田委員、よろしいですか。 

○委員（西田  真） はい、了解しました。ありが

とうございます。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、続いて、

第１５５号議案、豊岡市給水条例の一部を改正する

条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） それでは、議案書の１

８５ページをご覧ください。第１５５号議案、豊岡

市給水条例の一部を改正する条例制定についてご

説明申し上げます。 

 内容につきましては、本会議で部長が説明したと

おりでございますが、少し補足説明をいたします。 

 １９０ページをご覧ください。新旧対照表でご説

明申し上げます。水道料金の単価は、給水条例の別

表第２に定めており、新旧対照表の左に現行料金を、

右に改正案を載せています。 

 まず、新旧それぞれ表の左側の基本料金でござい

ますが、メーター口径１３ミリから１００ミリまで、

全ての口径で５０％程度の値上げとしています。 

 次に、右側の従量料金でございますが、用途を４

種類に分けているうち、一般につきましては、１０

立方メートルまでの分は６６円を８２．５円に、１

０立方メートルを超え、２０立方メートルまでの分

は１３２円を１３７．５円に、２０立方メートルを

超え、３０立方メートルまでの分は１３７．５円を

１４３円にそれぞれ値上げをしております。 

 続きまして、公衆浴場につきましては、７１．５

円を７７円に、豊岡中核工業団地は、７７円を８２．

５円に、城崎町湯島財産区営浴場につきましては、

１３２円を１４３円にそれぞれ値上げしたいとい

うものでございます。なお、これらの額は全て税込

みでございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 質疑を……（「いやいや、

あります、あります」と呼ぶ者あり） 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） いいですか。一つ、そしたら、

取りあえず、まず、また新しい要望書が、昨日出て

るっていう、入ってきたんですけど、その要望書に

対して答えていくって言われてましたけど、中には

直接説明に来てほしいみたいな要望書もあったと

思うんですけど、そういうのには直接出向いたり、

それ以外は文書で回答とか、そんな感じを考えてお

られるのかなと。 

 それからもう一つ、質問、僕が一般質問した中で、

繰入れの問題、一般会計からの繰入れの問題質問し

た際に、繰り入れした大口に、大口使用者に優遇す

るようなことになるっていう、そういう趣旨で答え

られたと思うんですけど、あれが今回、ゼロから３

０立米の使用料の部分の料金の引上げとなります

か、だから、その引上げのところに繰り入れても、

大口使用者を優遇する、大口利用者を優遇すること

にはならないと思うんですね、かなと思うんです。

すみません、ずっとそれを考えてたんですけど、は

い、以上です。どうですか。（「質問」と呼ぶ者あ

り）質問です、質問です。大口利用者を優遇するこ

とになるっていう、言われた件がちょっと理解、こ

ちらはできないんですけど、どうでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 今、２点質問がありました
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けれども、よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい、要望書の件。 

○委員長（清水  寛） 和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） 要望書に対してどう答

えるのかということでございますが、要望もこちら

のほうが議会のほうに提案させていただいて、その

直前ですとか、その後から出てきたものでございま

して、今、議案として提出させていただいてる中で、

言ってみれば、議会の議員の皆様にお預けした格好

ですので、これに対して、当局としましては、４月

１日で何とかお願いしたいという回答にはなりま

すので、そこをどういう話をするか、どういう内容

にするかというとこら辺もありますし、まず、先ほ

ど直接来てほしいっていうとこら辺の要望もとい

うことですけども、希望があれば、行かせていただ

くのはやぶさかではないんですけども、例えばこれ

が全市民の方が来てくれという話になると、全て出

向くのかというとこら辺もありますし、その辺りは

ちょっとやっぱり考えていかないといけないかな

と思ってます。 

 特にもう既に議員の議会のほうにお預けした格

好ですので、そこで今、事務局から、当局からです

か、ご説明っていうところは、やはりもうこちらと

しては、一応市民説明会と提案するまでの広報等で

取りあえず、一応は済んだということで考えてます

ので、今から改めてということは、今のところは考

えてございません。 

 次に、繰入れに対しまして、繰入れの大口をとい

うところでございますが、まず、税金を投入という

ところは、本議会でも部長が説明をしましたとおり、

特別な場合、予定をしていませんので、考えていま

せんし、大口が優遇されるということでは、そうい

ったことではなくて、例えば税金は皆さんから広く

頂戴するもので、そこで、水道はその方の使用され

る形態といいますか、メーターの大きさですとか、

水量に応じて負担いただくべきというところで、少

量の税金投入であったとしても、大口の、どういっ

たらいいかな、当然の大口の方にも小口の方にも引

き上げないための税金投入ということであれば、そ

う金額的には変わらないとは思いますけども、まず

税金投入をするという……（「いや、一般論じゃな

くて、今回の」と呼ぶ者あり） 

○委員長（清水  寛） 発言、控えて。（「すみま

せん、失礼しました」と呼ぶ者あり） 

暫時休憩します。 

午後０時０７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１２分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員会を再開し

ます。 

 質疑ですけども、先ほどの質疑については、その

まま継続していくということじゃなくて、次の討論

の中で話をしていただければというふうに思いま

す。 

 ということで、ほかなければ、質疑を打ち切りま

すが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） では、質疑を打ち切ります。 

 それでは、ここで、水道課、上下水道部の皆さん

には退席していただいて結構です。お疲れさまでし

た。 

 暫時休憩します。 

午後０時１２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１３分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開い

たします。（「動議」と呼ぶ者あり） 

 西田委員。 

○委員（西田  真） よろしいか。 

○委員長（清水  寛） はい、西田委員。 

○委員（西田  真） 第１５５号議案、豊岡市給水

条例の一部を改正する条例制定について、豊岡市公

営企業審議会答申の付帯意見では、新型コロナウイ

ルス感染症による市民生活や市内経済が大きな影

響を受けていることを考慮し、新料金の適用に当た

っては、市民生活や市内経済の動向を注視し、適切

な改定時期とするよう検討されたいとある。また、

市内の複数の団体から水道料金改定に係る施行時
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期の検討を求める要望書も提出されており、委員会

としてももう少し審議する時間が必要であると考

える。 

 よって、この案件に対しては、継続審査を求める

動議を提出する。以上。 

○委員長（清水  寛） ただいま西田委員から、第

１５５号議案については、閉会中の継続審査とされ

たいとの動議が提出されました。 

 直ちに本動議を議題といたします。 

 本案を閉会中の継続審査とすることに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（清水  寛） ７名。（「じゃあ、いいよ

ね」と呼ぶ者あり）はい、そうですね。 

 挙手多数であります。 

 よって、第１５５号議案は、閉会中の継続審査と

することに決定しました。（「委員長、７名、全員」

と呼ぶ者あり）ああ、全員、全員の挙手ということ

です。 

 それでは、これにより委員会審査、意見、要望の

まとめに入ります。 

 ここで、委員会意見、要望として、委員長報告に

付すべき内容について協議いただきたいと思いま

す。委員会審査に係る意見、要望についてご発言が

あれば、お願いします。 

 ここで、暫時休憩します。 

午後０時１６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時１８分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開いたします。 

 意見、要望について、発言があれば、お願いした

いと思うんですけども。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） これ、意見、委員会審査意見、

要望のまとめって、先ほどの中核工業団地の取扱い、

結論ではないんですけども、ちょっと協議は蓋を開

けたほうがいいんじゃないかなという趣旨の意見

を、要望になりますかな、意見になりますかな、そ

こら辺は委員長に扱いを任せますけども。 

○委員長（清水  寛） 分かりました。 

 ほか、ありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 そしたら、委員長報告についてですが、先ほど来

から発言をいただきました内容について、案文は正

副委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議はないようですので、

正副委員長に一任願います。 

 ここで、建築経済委員会を暫時休憩いたします。 

午後０時２０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時２０分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） ただいまから建設経済分

科会を再開いたします。 

 これより分科会審査意見、要望のまとめに入りま

す。 

 本日、分科会審査に出しました第１６１号議案、

令和３年度豊岡市一般会計補正予算（第１５号）に

ついて、分科会審査に係る意見、要望について、ご

発言があれば、お願いいたします。 

 よろしいですか。 

○委員（石田  清） 先ほどの意見、要望は一般会

計のほう……。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） すみません、分科会のほうの

先ほど言いました中核工業団地の繰入金の話につ

いては、あるいは話合いについては、この一般会計

のほうの、違いますか。（「これも水道、水道なの

で」と呼ぶ者あり）いや、水道ですが、繰出金、水

道のほうから説明があったですよ、一般会計の説明

が。（「１６７号と１６８号が水道と上下水道」と

呼ぶ者あり）ああ、そうですか。（「で、よろしい

ですか」と呼ぶ者あり）はい。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 先ほど石田委員が言われたん

ですけども、１６７号が上水道で、１６８号が下水

道なので、意見つけられるんであれば、先ほどのほ

うがいいと思います。 
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○委員（石田  清） だけども、繰出金の補正は、

一般会計の２６９ページで説明されましたんです

が、はい。どっちがいいんでしょうね。 

○分科会長（清水  寛） 暫時休憩します。 

午後０時２１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後０時２１分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） なら、分科会を再開いた

します。 

 先ほど、建設経済委員会のほうで意見、要望とし

て付したいというご発言がありましたが、その内容

につきましては、一般会計補正予算、分科会の一般

会計補正予算のほうが内容的にはふさわしいとい

うことで、そちらのほうで報告したいと思いますが、

委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、そのようにさ

せていただきたいと思います。 

 案文につきましては、正副分科会長に一任願いた

いと思います。ご異議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 異議がないようなので、

正副分科会長に一任願います。 

 以上をもちまして建設経済分科会を閉会いたし

ます。 

午後０時２２分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後０時２２分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 これより閉会中の継続調査の申出についてを議

題といたします。継続審査も併せて議題といたしま

す。 

 まず、別紙１に前回の委員会で決定した委員会重

点調査事項を添付しております。それから、本日、

継続審査となりました第１５５号議案と併せて、議

長に対して委員会重点調査事項を閉会中の継続審

査事項として申し出たいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、そのよう

に決定いたしました。 

 ここで、先ほどの継続審査になりました１５５号

議案についての委員会での今後の運びについて、ち

ょっと協議をしたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午後０時２４分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時３０分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員会を再開い

たします。 

 先ほど継続審査になりました１５５号議案につ

いての今後の委員会としての在り方なんですけれ

ども、今後、１月、２月、議会閉会中での開催につ

いては、議長、また議会運営委員会のほうにも少し

諮りまして、検討していきたいと思います。 

 また、委員会そのものを傍聴ができるということ

もありますので、市民の皆さんにも広くこの状況を

お知らせしながら、さらに深い議論を進めていきた

いと思いますが、そのようにしていくということで

よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ありがとうございます。 

 そうしましたら、そのように進めていきたいと思

います。 

 その他に入ります。 

 特に項目には上げてないんですけども、管外行政

視察がございます。これは先進地を、様々なとこを

見ていくというような取組になるんですけども、管

外行政視察については、ここ２年間はコロナで実施

できてません。また、今後、どのような状況になる

のかっていうのが不安定な状況ではあるんですけ

ども、例年、通常であれば、５月の連休明けに実施

をするような形になっております。 

 つきましては、５月の９日の週、もしくは１６日

の週あたりに来年だとなると思いますので、その点

をご承知おきいただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 
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午後０時３１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時３４分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） ということで、ちょっと委

員会を再開いたします。 

 この際、その他、委員の皆さんから特にご発言が

ありますか。よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、以上をも

ちまして建設経済委員会を閉会いたします。お疲れ

さまでした。 

午後０時３４分 委員会閉会 

──────────────────── 


